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紹

介皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念

﹃
伊
勢
神
宮
大
嘗
祭
研
究
文
献
目
録
﹄

田

井

健

治

去
る
令
和
四
年
︑皇
學
館
大
学
は
明
治
十
五
年
の
開
学
よ
り
百
四
十
年
︑

昭
和
三
十
七
年
の
再
興
よ
り
六
十
年
の
佳
節
を
迎
え
ら
れ
た
︒
本
書
は
そ

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

こ
れ
は
︑﹁
伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目
録
﹂
と
﹁
大
嘗
祭
研
究
文
献
目
録
﹂

の
合
冊
で
あ
り
︑
前
者
は
平
成
二
十
四
年
に
同
大
学
の
創
立
百
三
十
周

年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目

録
﹄
に
収
録
さ
れ
た
業
績
以
降
︑
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら
令
和
三
年
九

月
ま
で
の
神
宮
関
係
研
究
文
献
を
収
載
し
て
い
る
︒
後
者
は
明
治
元
年
以

降
︑
令
和
三
年
九
月
ま
で
に
主
と
し
て
国
内
で
公
刊
さ
れ
た
大
嘗
祭
関
係

研
究
文
献
の
目
録
を
編
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

先
ず
は
本
書
の
目
次
を
示
し
て
お
く
︒

刊
行
の
辞

皇
學
館
大
学
学
長

河
野

訓

伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目
録
︵
平
成
23
年
10
月
～
令
和
３
年
９
月
︶

凡

例
︵
付
︶
分
類
項
目
一
覧

１

部

分
類
項
目
別
目
録

︵
１
︶
著
書
別
目
録

︵
２
︶
論
文
別
目
録

２

部

著
者
別
目
録

︵
１
︶
著
書
別
目
録

︵
２
︶
論
文
別
目
録

３

部

映
像
資
料
目
録
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大
嘗
祭
研
究
文
献
目
録
︵
明
治
元
年
～
令
和
３
年
９
月
︶

凡

例

大
嘗
祭

五
十
音
順
目
録

︵
１
︶
著
書
別
目
録

︵
２
︶
論
文
別
目
録

大
嘗
祭

年
月
日
順
目
録

︵
１
︶
著
書
別
目
録

︵
２
︶
論
文
別
目
録

大
嘗
祭

映
像
資
料
目
録

次
に
各
項
に
つ
い
て
若
干
の
解
説
を
附
し
て
お
く
︒
前
半
に
あ
た
る

﹁
伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目
録
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
収
録
さ
れ
た
論
文

等
の
件
数
は
単
行
書
百
八
十
四
件
︑
論
文
類
八
百
三
十
九
件
︑
映
像
資
料

八
件
の
都
合
千
三
十
一
件
に
上
る
︒
著
編
者
数
は
単
行
書
百
六
十
名
︑
論

文
類
四
百
六
十
七
名
と
な
っ
て
い
る
︒

分
類
項
目
は
大
項
目
を
二
十
項
目
設
け
︑
其
の
大
項
目
毎
に
三
～
七
つ

の
中
項
目
を
作
り
︑
中
項
目
の
中
に
必
要
な
項
目
に
は
さ
ら
に
a
～
ｄ
の

小
項
目
を
附
す
と
い
う
三
段
階
で
分
類
さ
れ
る
︒

大
項
目
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

01

総
記

02

祭
神

03

宮
社

04

宮
域

05

祭
祀

06

奉
幣

07

遷
宮

08

典
籍
・
史
料

09

神
宮
史

10

思
想
・
宗
教

11

法
規

12

職
制
︵
神
官
︶

13

御
師

14

経
済
・
神
領

15

地
域

16

崇
敬
・
奉
賛

17

伊
勢
信
仰
・
民
俗

18

教
化
・
文
教

19

文
学
・
芸
能
・
美
術

20

随
想
・
雑
記

分
類
項
目
は
こ
こ
に
示
し
た
大
項
目
以
下
︑
中
項
目
︑
小
項
目
ま
で
前

﹃
伊
勢
神
宮
研
究
文
献
目
録
﹄
を
踏
襲
し
て
い
る
︒
分
類
別
項
目
別
及
び

著
者
別
に
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
必
要
に
応
じ
た
使
い
方
が
出
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来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
特
に
分
類
別
項
目
に
目
を
通
し
て
み
る
と
︑

研
究
蓄
積
の
多
く
あ
る
部
門
︑
逆
に
今
回
収
録
分
に
は
研
究
蓄
積
が
一
切

見
ら
れ
な
い
も
の
も
目
に
付
く
︒
言
い
換
え
れ
ば
近
年
の
神
宮
研
究
の
傾

向
を
見
出
す
事
が
出
来
る
︒
ま
た
同
様
に
研
究
の
薄
い
部
分
も
看
破
さ

れ
る
︒

伊
勢
の
神
宮
は
令
和
七
年
に
は
第
六
十
三
回
式
年
遷
宮
に
向
け
た
山
口

祭
を
控
え
て
い
る
︒
い
よ
い
よ
次
回
式
年
遷
宮
に
関
す
る
諸
祭
儀
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
︒
近
代
化
以
降
式
年
遷
宮
の
あ
り
方
は
模
索
を
続
け
ら

れ
︑
こ
の
伝
統
を
守
り
続
け
る
べ
く
各
方
面
か
ら
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て

い
る
︒
そ
の
様
な
中
で
︑
本
書
が
そ
の
研
究
発
展
の
一
助
に
な
る
で
あ

ろ
う
︒

さ
て
大
嘗
祭
研
究
文
献
目
録
で
あ
る
が
︑
歴
年
の
蓄
積
を
基
と
し
て
編

纂
さ
れ
て
い
る
︒
凡
例
に
よ
れ
ば
︑

・﹃
大
嘗
祭
の
研
究
﹄

所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係
文
献
目
録
﹂

・﹃
続
大
嘗
祭
の
研
究
﹄
所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係
研
究
文
献
目
録
﹂

・﹃
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
﹄
第
三
十
九
号
所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係

研
究
文
献
目
録
︵
追
補
︶﹂

・﹃
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
﹄
第
四
十
一
号
所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係

研
究
文
献
目
録
︵
追
補
Ⅱ
︶﹂

・﹃
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
﹄
第
四
十
二
号
所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係

研
究
文
献
目
録
︵
追
補
Ⅲ
︶﹂

・﹃
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
﹄
第
五
十
六
号
所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係

研
究
文
献
目
録
︵
追
補
Ⅳ
︶﹂

・﹃
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
﹄
第
七
十
四
号
所
収
﹁
大
嘗
祭
関
係

研
究
文
献
目
録
︵
追
補
Ⅴ
︶﹂

・
別
冊
歴
史
読
本
﹃
図
説
天
皇
の
即
位
礼
と
大
嘗
祭
﹄
所
収
﹁
即
位
礼
・

大
嘗
祭
の
図
書
案
内
﹂

・﹃
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
﹄
所
収
﹁
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
関
係
文

献
目
録
︱
昭
和
二
十
年
～
平
成
十
年
︱
﹂

・﹃
神
道
宗
教
﹄
第
二
五
四
・
二
五
五
合
併
号
所
収
﹁
平
成
度
大
嘗
祭
関

係
研
究
文
献
目
録
﹂

・﹃
資
料
集

大
嘗
祭
論
抄
・
全
﹄

以
上
の
資
料
を
基
に
補
充
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
特
筆
す
べ
き
は
映
像
資
料

で
︑
V
H
S・
D
V
D
と
い
っ
た
有
形
媒
体
の
み
な
ら
ず
︑
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
テ
レ
ビ
︑
N
H
K
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
︑
Y
ou
T
u
b
e
な
ど
政
府
広
報
及
び
各

報
道
機
関
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
る
映
像
等
と
い
う
無
形

資
料
に
つ
い
て
も
収
録
さ
れ
て
い
る
︒

皇
學
館
大
学
に
お
け
る
大
嘗
祭
研
究
の
位
置
づ
け
を
顧
み
る
に
︑
当
時

皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
長
で
あ
っ
た
岡
田
重
精
氏
が
﹃
大
嘗
祭
の
研
究
﹄

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
﹃
伊
勢
神
宮
大
嘗
祭
研
究
文
献
目
録
﹄︵
田
井
︶
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の
結
び
の
中
で
︑

神
道
研
究
所
の
最
初
の
研
究
成
果
と
し
て
こ
れ
を
世
に
送
る
こ
と
に

な
つ
た
が
︑
本
研
究
所
は
昭
和
四
十
八
年
創
設
さ
れ
︑
初
代
西
山
徳

所
長
が
そ
の
基
礎
を
固
め
︑
二
代
故
久
保
田
収
所
長
に
よ
つ
て
本
格

的
な
研
究
事
業
に
着
手
︑
多
方
面
に
及
ぶ
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ
た

と
語
り
︑
同
じ
く
同
書
の
緒
言
に
お
い
て
︑
当
時
学
長
を
務
め
て
い
た
佐

藤
通
次
氏
は
︑

神
道
を
建
学
の
基
盤
と
す
る
本
学
に
於
い
て
は
︑
こ
の
大
嘗
祭
研
究

の
重
要
性
に
鑑
み
︑
神
道
研
究
所
内
に
﹁
大
嘗
祭
研
究
会
﹂
を
組
織

し
︑
学
内
外
に
亘
る
多
数
の
研
究
者
の
参
会
を
得
て
︑
広
く
大
嘗
祭

に
関
す
る
研
究
を
鋭
意
進
め
て
来
た

と
述
べ
︑
さ
ら
に
﹁
今
後
も
そ
の
研
究
は
な
ほ
累
積
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂と
願
っ
て
い
る
︒
そ
の
願
い
は
引
き
継
が
れ
︑﹃
続
大
嘗
祭
の
研
究
﹄

で
は
︑
そ
の
序
に
お
い
て
当
時
学
長
の
谷
省
吾
氏
が
︑

す
べ
て
の
課
題
を
お
ほ
ふ
に
は
︑
も
と
よ
り
ま
だ
程
遠
い
し
︑
本
書

収
録
の
論
文
に
し
て
も
︑
理
解
・
解
釈
が
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
ゐ

る
わ
け
で
は
な
い
︒
だ
が
︑
今
日
大
嘗
祭
研
究
を
推
進
さ
せ
る
た
め

の
︑
か
な
り
の
貢
献
で
あ
る
と
信
ず
る
︒

と
記
し
て
い
る
︒
お
な
じ
く
そ
の
跋
の
中
で
︑
当
時
神
道
研
究
所
長
で

あ
っ
た
真
弓
常
忠
氏
は

本
書
が
︑
昭
和
委
の
在
り
方
へ
の
示
唆
を
含
め
て
︑
大
嘗
祭
理
解
の

資
と
な
り
得
れ
ば
幸
ひ
で
あ
る
︒

と
綴
ら
れ
る
が
如
く
︑
皇
學
館
大
学
で
は
一
貫
し
て
大
嘗
祭
に
関
す
る
研

究
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
︒

ま
た
皇
學
館
大
学
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
の
記
念
学
術
研

究
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
儀
式

践
祚
大
嘗
祭
儀
﹄
の
刊
行
の
辞

に
お
い
て
当
時
学
長
の
清
水
潔
氏
は

本
書
は
︑
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
が
長
年
に
亙
り
取
り
組
ん
で
き

た
﹃
儀
式

践
祚
大
嘗
祭
儀
﹄
の
訓
読
・
注
釈
研
究
の
成
果
で
あ
る
︒

神
道
研
究
所
は
︑
昭
和
四
十
八
年
に
文
学
部
附
属
研
究
機
関
と
し
て

創
設
さ
れ
︑
同
五
十
三
年
に
は
大
学
附
置
研
究
所
と
位
置
付
け
ら
れ

た
が
︑
当
初
よ
り
︑
研
究
所
存
立
の
基
盤
に
関
わ
る
重
要
課
題
と
し

て
﹁
大
嘗
祭
の
研
究
﹂
を
掲
げ
て
き
た
︒
そ
の
趣
旨
は
︑
大
嘗
祭
の

祭
祀
・
儀
式
次
第
︑
歴
史
と
そ
の
意
義
を
精
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
︑

日
本
文
化
の
特
性
と
伝
統
を
そ
の
核
心
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
と

な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
︒

と
言
い
表
わ
さ
れ
︑
研
究
の
遅
速
は
あ
れ
ど
も
着
実
に
皇
學
館
大
学
の
大

嘗
祭
研
究
の
歩
み
を
進
め
て
き
て
い
る
こ
と
は
︑
換
言
す
れ
ば
皇
學
館
大

学
の
大
嘗
祭
研
究
の
歴
史
は
同
大
学
の
再
興
の
歴
史
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
る
ま
い
︒
特
に
昨
今
は
令
和
の
大
嘗
祭
を
き
っ
か
け
と
し
て
︑
大
嘗

祭
の
み
な
ら
ず
皇
室
に
関
し
て
多
く
の
国
民
が
関
心
を
抱
い
て
い
る
︒
そ

の
様
な
中
に
あ
っ
て
︑
こ
れ
か
ら
の
皇
室
︑
祭
儀
を
考
え
る
一
翼
を
担
う
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こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
︒

皇
學
館
の
歴
史
は
内
宮
の
林
崎
文
庫
に
皇
学
研
究
の
為
に
皇
學
館
を
創

設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
︒
ま
た
同
大
学
に
神
道
研
究
所
が
創
設
さ
れ
て
以

来
︑
そ
の
中
心
に
大
嘗
祭
の
研
究
が
据
え
ら
れ
て
き
た
︒
そ
の
よ
う
な
中

で
︑
こ
の
度
︑
神
宮
研
究
及
び
大
嘗
祭
研
究
の
文
献
目
録
を
合
冊
と
し
て

発
刊
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
︒
正
に
︑
建
学
の
精

神
に
も
掲
げ
ら
れ
る
賀
陽
宮
邦
憲
王
令
旨
に
︑

神
宮
皇
學
館
教
育
ノ
旨
趣
ハ
︑
皇
国
ノ
道
義
ヲ
講
ジ
︑
皇
国
ノ
文
学

ヲ
修
メ
︑
之
ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
メ
︑
以
テ
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
︑
文
明

ヲ
補
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ

と
示
さ
れ
る
も
の
を
違
う
こ
と
な
く
継
承
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
︒

本
書
の
刊
行
が
︑
こ
れ
か
ら
の
神
宮
・
及
び
大
嘗
祭
の
研
究
発
展
に
寄

与
し
︑
ま
た
そ
の
中
心
に
皇
學
館
が
あ
り
つ
づ
け
︑
ひ
い
て
は
そ
れ
が
日

本
の
精
神
・
伝
統
文
化
の
継
承
に
貢
献
す
る
こ
と
を
念
じ
ま
す
︒

最
後
に
本
書
の
刊
行
を
慶
び
︑
皇
學
館
大
学
の
一
層
の
御
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
︒

︵
Ａ
四
判
︑
二
九
二
頁
︑
非
売
品
︑
皇
學
館
大
学
︑

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行
︶

︵
た
い

け
ん
じ
・
皇
學
館
大
学
非
常
勤
講
師
︶

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
﹃
伊
勢
神
宮
大
嘗
祭
研
究
文
献
目
録
﹄︵
田
井
︶
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